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生鮮食品の流通の特質は，一般商品と異なり，物的
流通活動と商品取引流通とが分化しておらず，現物取
引形態が一般的であることである。生産物が生産者か
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ら消費者に流通してゆく過程において，商品化され，
価格が決定され，それに関与する中間業者が幾重にも
存在する。流通機構のこのような形態の必然性は，生
鮮食品の商品的特性によるものである。商品的特性は
ある意味では商品としてきわめて大きなマイナス要因
であり，完全な商品化を妨げるものである。生鮮食品
のこのような商品としての不完全さが，その流通機構
を複雑で不合理なものとし，中間的マージンを大ぎく
して，消費の増大を阻害し，他面ではその生産を大き
く制約している。
　すぐれて原始的生産方法による農業と水産業におい
て，生産技術が基礎的な重要性を持ち，とかく，その
面にのみ重点がおかれすぎ，生産されたものを如何に
合理的に販売のルートに乗せるかという経済的側面，
すなわち流通経済的側面からの生産経済的側面への関
連性が比較的おろそかにされがちであった。しかし，
わが国の国民経済の歴史的特質を形成している「二重
構造」が，農業の生産性を農業所得との関連で問題に
させ，販売と経営の面が技術的生産方法以上に重要視
されるようになって来た事は周知のところである。さ
らに，貿易の自由化をひかえて，外国の農産物との競
争に耐え，国民経済の発展に寄与し，他産業との均衡
した所得を確保することが重要な課題とされ，立ちお
くれた販売流通機構の合理化・近代化がもっとも重要
な問題とされなければならないはずである。
　不合理な販売流通機構は，生産を制約し，消費の増
大を阻害する。複雑な取引慣習，不合理な中間業者の
介在が，中間マージンを一層増大し，生産者の所得を
少なくし，消費者物価を上昇させ，生産ならびに消費
のそれぞれの側面を同時にこの流通過程が阻害してい
るのである。近来，その需要が伸長している鮮魚介，
野菜等も流通機構の不合理性から甚だしい生産と消費
を押えているという現状を熟知しなければならないだ
ろう。このような流通機構の特殊性を規制する商品的
特性を生産，流通，消費のそれぞれの側面から考察す
ることが重要な課題となる。
　生産が自然に支配されていることは，供給を常に不
安定にし，品質の保持を困難にしている。生産物が多
種類で，かつ同一種の品質がまちまちであるため，消
費者の選択の幅は広く，さらに嗜好性の影響を受け，
商品間の代替性が大である。このようなところに，多
種多様な商品の存在を許し，農業においては生産披術
の進歩によって新しい品種が増大し，漁業においても，
産地の拡大等により魚種はますます増加している。そ
して貿易が自由化されれば，さらに種類は増大されて
くるであろう。この生鮮食品はその鮮度が商品価値そ
のものであるため，自然の形を保持したままで商品と
されており，多種多様の品質の異なった商品に統一
した規格をつけることは殆んど現状では困難である。
規格には形状，鮮度，色調，味覚，包装の基準がある
が，すべてに共通した鑑別，品質判定上の注意点は，
新鮮度，廃棄量の多少と包装荷造りの良否である。こ
のため，生鮮食品は現物を見て取引せねばならないと
いう商品としてのマイナス要因が非常に大きい。
　このような商品としての生鮮食品の特性は市場構造
の特殊性と，流通取引の特殊性を規定し，また商品そ
のものと流通機構の特殊性とは，生産，輸送部門に影
響し，それらは相互に波及的効果を与える。
　生鮮食品が他の商品と異なり，特殊な流通機構を形
成している主な理由は，生産が不安定で，供給量が耐
えず変動し，品質の均一性が低いこと，また鮮度低下
が急速であることである。したがって生鮮食品は不安
定商品であるといえよう。ここに経済的には，生産と
流通と消費との総合的観察を要求されるゆえんがあ
り，特に流通範囲と生産地市場と消費地市場の関連的
把握がなされなければならない。
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